
１　県民のニーズと課題

２　信州母子保健推進センターの役割

◎　信州母子保健推進センターの特長

母 子 保 健 サ ー ビ ス 向 上 推 進 事 業
保健・疾病対策課

 

★ 「子どもが欲しい。」             

★ 「予期せぬ妊娠をし、どうしてよいか悩んでいる。」 
  

 

★ 「出産直後、具体的にどのように子どもを 

     育てるか分からない。」 

★ 「産後、気持ちが落ち込んだり孤立感があり、 

     つらい。」 

★ 「子どもの健康が気がかりである。」 

★ 「子どもを健やかに育てていけるか不安である。」  

★ 「育児の困難さを相談できないで抱え込んでしまう。」   

★ 「子どもに病気・障がいがあることが分かり、今後、どう育てて 

  いくか不安である。」      

妊  娠 出  産 子育て 

● 長野県の組織内に信州母子保健推進センターを設置し、県が中心となって、市町村との協働、専門機関との連携などを通じて、妊娠から子育てまでを一貫して支援する体制づくり 

   を推進する。 

● 全国でトップクラスの数の保健師が活躍する長野県において、母子保健等を担当する保健師がより一層きめ細やかなサービスに取り組むためネットワークの構築など環境を整備する。 

課 題 
 

対応策 

 

➤ 不妊治療について、治療方法によって費用が高額 

   となり、治療が受けられないおそれがある。 
 

 ⇒ 助成の拡大が必要 
 

➤ 緊急を要する妊娠に対する専門的なアドバイスが 

   受けられない。 
 

 ⇒ 専門的な相談窓口が必要 

➤ 産後母子の状況を的確に掴んでいない。 

  

 ⇒ 早期に把握することが必要 
 

➤ 産後ケアのフォローが不十分である。 

 

 ⇒    個別にきめ細やかな支援が必要 
 

➤ 子育ての不安や困難さを相談できない。子育てに興味がない。 
 

 ⇒ 支援が必要な家庭を正確に把握することが必要 

 ⇒ 病気や障がいの早期発見のためのスクリーニングの 

    充実が必要 
 
➤ 市町村が行うハイリスク児などの対応が困難となっている。 

 

 ⇒ 支援体制の整備が必要 

★ 基本的な母子保健サービスを提 

    供している市町村と協働する。 

★ 専門的な知見を有する信州大学、 

   病院、県看護協会、県助産師会な 

   どの関係機関と連携する。 

★ 病気や障がいその他対応が困難な 

    ケースなどは、信州母子保健推進 

   センターが直接支援する。 

★ 支援が途切れることなく、福祉・教育 

   サービスが受けられるよう円滑に橋渡 

   しできる体制をつくる。 

《推進方法》 

ステージ 

県民の

ニーズ 

協 働 連 携 直接支援 橋渡し 



◎　信州母子保健推進センターの役割

・ライフデザインセミナーの参加者 

20,000人(H27)  

・妊娠届の早期提出（妊娠11週以下での届出率）

93.4%(H22) → 95%以上(H29) 

・全員に新生児訪問（生後28日以内）を実施 

 33市町村(H25) → 全市町村（H29) ) 

 ・産後うつｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞの実施  

48市町村(H25)  → 全市町村(H29) 

妊    娠 出 産 新生児 乳幼児 

• 妊娠届  

• 母子健康手帳の交付 

• 母親（両親学級） 

• 妊産婦訪問 

• 妊婦健診 

• 産後ケア ・ 低体重児の届出 

• 未熟児訪問 ・ 新生児訪問  

• 産後うつ対策（スクリーニングの実施） 

• 育児学級 ・ 乳幼児健診 

• 予防接種 ・ 育児学級 

• 子育てサークル ・ 乳児全戸訪問  

市町村 
 

（保健センター）  
保育園  

• フォローが必要な家庭への個別支援 

• 子育てに悩む家庭（要支援家庭）の正確な把握と支援 

県看護協会 

•   ・不妊治療費助成 

• 福祉医療費給付 

• 低年齢保育 ・ 病児・病後児保育 ・ 時間外保育 ・ 一時預かり ・ 認可外保育施設支援 

• 疾患を有している児への医療支援 ・ 医療的技術支援、助言 

• 虐待対応 

教 育 

• 産後うつ支援（ハイリスク者のケア）  ・ 発達障害児支援 

専門医療機関 

 （信州大学、こども病院、 

 こころの医療センター駒ヶ根等） 

協 働 

児童相談所 

精神保健福祉センター 

発達障害支援センター 

専 門 機 関 

 
信州母子 

保健推進センター 

 高等学校等のライフデザイン・セミナー 

 遺伝相談 （出生前診断） 

 不妊不育症相談窓口設置 

 一般妊娠相談  

 妊娠SOS窓口設置 

 予期せぬ妊娠に対する個別支援 

 市町村対応困難事例等への直接支援 

 小児慢性特定疾患児童等への支援 

 産後うつ支援（スクリーニングの普及） 

 産後ケア体制整備 

児 童 

• 不妊・不育症専門相談の実施 

•     ・ ライフデザインセミナー 

•     ・ 妊娠相談の実施 

県助産師会 

学校保健 

幼稚園  

橋渡し 

連 携 

円滑な橋渡し 

新 

新 

 市町村への技術支援  ・担当保健師の養成、情報交換のためのネットワーク化 

直接支援 

拡 

• ファミリーサポートセンター ・地域子育て支援拠点事業 

• 配慮が必要な児童支援 

目 標 

• 障害児保育支援   

県民文化部 
保健福祉

事務所 
健康福祉部 • 小児慢性特定疾患児童等の医療費給付 


